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エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
見
直
し
に
お
け
る
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

経
済
産
業
省
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
向
け
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
に

「
発
電
コ
ス
ト
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
（
Ｗ
Ｇ
）
を
設
置
し
、
発
電
コ
ス
ト
の
検
証
を
進
め
て
い
る
。 

 

発
電
コ
ス
ト
は
、
分
母
に
発
電
電
力
量
を
、
分
子
に
資
本
費
、
運
転
維
持
費
、
燃
料
費
、
社
会
的
費
用
を
置
い
て
、
建
設
か

ら
廃
止
ま
で
の
コ
ス
ト
を
実
在
し
な
い
「
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
ト
」
を
使
っ
て
試
算
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
ト
方

式
で
は
、
恣
意
的
な
数
値
を
入
れ
れ
ば
、
発
電
コ
ス
ト
を
高
く
も
低
く
も
で
き
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
想
定
の
恣
意
性
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
原
子
力
発
電
の
発
電
コ
ス
ト
に
限
定
し
て
、
以
下
質
問
す

る
。 

一 

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
ト
方
式
で
は
、
分
母
に
試
算
さ
れ
る
設
備
稼
働
率
等
を
上
げ
る
一
方
、
分
子
に
置
く
資
本
費
（
建
設
費
＋

追
加
的
安
全
対
策
費
）
、
事
故
リ
ス
ク
対
応
費
用
を
圧
縮
し
た
上
で
、
事
故
発
生
確
率
を
下
げ
れ
ば
、
原
発
の
発
電
コ
ス
ト

を
恣
意
的
に
低
く
見
積
も
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
起
き
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
（
以
後
、
一
Ｆ
）
事
故
を
踏
ま
え
な
い
「
安
全
神
話
」
へ
と
逆
戻
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

二 

設
備
稼
働
率
等
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
１ 

Ｗ
Ｇ
に
お
け
る
二
〇
一
五
年
の
検
証
で
は
、
原
発
の
「
設
備
稼
働
率
が
七
～
八
割
を
想
定
」
し
て
い
た
が
、
再
稼
働
原

発
九
基
の
運
転
開
始
か
ら
二
〇
一
九
年
末
ま
で
の
設
備
利
用
率
平
均
は
七
十
％
を
切
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
原
子
力
委
員

会
発
行
の
「
令
和
元
年
度
版
原
子
力
白
書
」
（
百
二
十
四
頁
）
に
よ
る
と
、
原
発
事
故
の
翌
年
二
〇
一
二
年
度
か
ら
二
〇

一
八
年
度
に
至
る
ま
で
設
備
稼
働
率
が
二
割
を
超
え
た
年
度
は
な
い
。
設
備
稼
働
率
の
試
算
は
過
大
評
価
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

二
〇
一
五
年
の
検
証
で
は
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
四
十
三
基
の
稼
働
を
想
定
し
て
い
た
が
、
二
〇
二
一
年
四
月
現
在
、

定
期
検
査
中
で
停
ま
っ
て
い
る
も
の
を
含
め
て
稼
働
可
能
な
原
発
は
九
基
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
に
新
規
制
基
準
に
適
合

し
た
原
発
は
、
不
祥
事
な
ど
で
稼
働
の
見
込
み
が
な
い
柏
崎
刈
羽
原
発
を
含
め
た
と
し
て
も
七
基
で
、
合
計
十
六
基
で
あ

る
。
二
〇
二
一
年
の
検
証
で
は
、
こ
の
現
状
を
反
映
す
る
の
か
。 

三 

建
設
費
に
つ
い
て 

 
 

国
際
的
に
見
て
建
設
費
は
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｗ
Ｇ
の
検
証
で
は
建
設
費
の
上
昇
に
関
す
る
数
々
の
論
文

や
報
告
書
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

日
本
の
原
子
炉
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
英
国
、
ト
ル
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
原
発
輸
出
事
業
も
、
建
設
費
用
の
増

加
を
背
景
に
し
て
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
。
ま
た
原
発
の
建
設
コ
ス
ト
が
右
肩
上
が
り
に
な
っ
た
米
国
で
は
、
東
芝
が
傘



 

３ 

 

下
に
収
め
た
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
が
巨
額
損
失
で
破
た
ん
し
、
建
設
計
画
か
ら
撤
退
し
た
。 

 
 

日
本
国
内
で
も
、
一
Ｆ
事
故
後
に
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
米
国
と
同
様
、
新
規
原
発
の
建
設
費
が
高
騰
す
る
可

能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。 

四 

追
加
的
安
全
対
策
費
に
つ
い
て 

 

１ 

追
加
的
安
全
対
策
費
は
、
電
力
各
社
が
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
項
目
で

費
用
を
除
外
し
て
い
る
の
で
、
発
電
コ
ス
ト
の
過
小
評
価
に
な
っ
て
し
ま
う
。
①
「
意
図
的
な
航
空
機
衝
突
へ
の
対
応
」

に
お
け
る
敷
地
造
成
費
用
の
約
一
割
、
②
「
格
納
容
器
破
損
防
止
対
策
」
費
用
の
約
五
割
、
③
「
炉
心
損
傷
防
止
対
策
」

費
用
の
約
五
割
、
④
そ
の
他
、
「
緊
急
時
対
策
所
の
設
置
、
各
項
目
に
含
ま
れ
な
い
給
水
・
電
源
等
の
配
置
」
な
ど
の
約

一
割
、
⑤
配
管
漏
え
い
検
知
や
拡
大
防
止
装
置
の
設
置
な
ど
内
部
溢
水
に
対
す
る
対
策
費
の
約
八
割
、
⑥
防
火
帯
の
設
置

や
竜
巻
飛
来
物
対
策
、
飛
散
防
止
対
策
、
火
山
対
策
な
ど
自
然
現
象
に
対
す
る
対
策
費
の
す
べ
て
、
⑦
「
感
知
器
や
消
火

設
備
」
な
ど
火
災
に
対
す
る
対
策
費
の
約
五
割
、
⑧
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
増
設
な
ど
の
約
二

割
、
⑨
耐
震
裕
度
向
上
工
事
や
周
辺
斜
面
安
定
化
対
策
な
ど
の
約
六
割
、
⑩
防
潮
堤
の
設
置
費
の
す
べ
て
、
に
つ
い
て
な

ぜ
除
外
す
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

４ 

 

 
２ 

追
加
的
安
全
対
策
費
の
う
ち
、
四
１
の
除
外
は
再
稼
働
済
み
の
九
基
を
基
に
し
た
試
算
だ
が
、
新
設
の
場
合
は
ど
の
よ

う
に
試
算
す
る
の
か
。 

 
 
 

た
と
え
ば
、
欧
州
や
米
国
で
は
、
新
設
時
に
は
航
空
機
の
衝
突
対
策
や
、
原
子
炉
の
溶
融
事
故
対
策
の
た
め
に
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
し
た
燃
料
を
受
け
る
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
整
備
が
要
求
さ
れ
る
。 

 
 
 

一
方
、
日
本
で
は
、
格
納
容
器
の
二
重
化
や
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
二
〇
一
三
年
に
施
行
し
た
新
規
制
基
準
で
は
要
求

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
六
日
の
原
子
力
規
制
委
員
長
の
記
者
会
見
で
、
そ
の
必
要
性
を
問
わ

れ
、
更
田
委
員
長
は
、
「
仮
に
新
設
炉
に
関
し
て
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
至
っ
た
場
合
に
は
」
考
え
る

と
回
答
し
た
。 

 
 
 

仮
に
も
「
新
設
炉
に
関
し
て
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
対
策
費
を
試
算
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
発
電
コ
ス
ト
の

恣
意
的
な
過
小
評
価
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

３ 

追
加
的
安
全
対
策
費
に
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
三
十
四
条
に
基
づ
く
国
の
防
災
基
本
計
画
の
策
定
に
必
要
な
コ
ス
ト

や
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
沿
っ
て
「
地
域
防
災
計
画
」
（
原
子
力
災
害
対

策
編
）
を
作
成
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
自
治
体
の
行
政
コ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
試
算
に
入
れ
な
け
れ



 

５ 

 

ば
、
安
全
対
策
費
の
過
小
評
価
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

五 
事
故
リ
ス
ク
対
応
費
用
に
つ
い
て 

 

１ 

二
〇
一
一
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
「
コ
ス
ト
等
検
証
委
員
会
」
で
は
事
故
リ
ス
ク
対
応
費
用
を
一
兆
円
と
見
積

も
り
、
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
を
〇
・
一
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
増
加
さ
せ
た
が
、
二
〇
一
五
年
の
Ｗ
Ｇ
が

約
十
分
の
一
の
〇
・
〇
一
～
〇
・
〇
三
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
に
圧
縮
し
た
の
は
、
恣
意
的
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
事
故
リ
ス
ク
対
応
費
用
を
三
十
五
〜
八
十
兆
円
と
試
算
し
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｇ
で
は
二
〇
一

六
年
の
東
京
電
力
改
革
・
一
Ｆ
問
題
委
員
会
が
示
し
た
二
十
一
・
五
兆
円
を
試
算
に
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
Ｆ
の
廃

炉
費
用
八
兆
円
は
根
拠
が
乏
し
く
、
こ
れ
を
含
ん
だ
二
十
一
・
五
兆
円
か
ら
は
、
①
燃
料
デ
ブ
リ
の
処
理
費
、
最
終
処
分

費
用
、
②
そ
の
他
の
放
射
性
廃
棄
物
。
例
え
ば
、
原
発
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
一
基
の
廃
炉
で
生
じ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
千
四
百
倍

に
達
す
る
と
さ
れ
る
Ｌ
１
廃
棄
物
を
含
む
各
種
の
廃
棄
物
処
分
費
用
、
③
除
去
土
壌
の
最
終
処
分
費
用
が
除
外
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て 

 
 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
第
三
回
Ｗ
Ｇ
資
料
二
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
費
に
つ
い
て
は
、
「
直
近
に
お
い
て
、



 

６ 

 

国
（
経
済
産
業
省
）
が
算
定
し
て
い
る
処
分
費
を
反
映
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
現
時
点
で
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
の
「
安
全
の
確
保
の
規
制
」
は
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
に
基
づ
き
、
「
別
に
法
律
で
定
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
未
策
定
で
あ
る
。
二
〇
二
〇

年
十
二
月
三
日
の
衆
議
院
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で
、
更
田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
が
、
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
係
る
規
制
基
準
、
こ
れ
は
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
基
準
に
つ
い
て
は
ま
だ
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
に
求
め
ら
れ
る
「
安
全
の
確
保
の
規
制
」
基
準
が
な
い
ま
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
、
処
分

費
を
試
算
す
る
の
か
。
過
小
評
価
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。 

七 

事
故
発
生
確
率
に
つ
い
て 

 
 

政
府
は
「
世
界
一
の
規
制
基
準
」
と
い
う
虚
構
を
振
り
か
ざ
し
て
き
た
が
、
地
震
大
国
日
本
に
お
け
る
原
発
の
耐
震
基
準

の
基
と
な
る
基
準
地
震
動
は
、
近
年
の
地
震
の
実
績
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
従
っ
て

炉
心
損
傷
頻
度
や
大
規
模
放
出
頻
度
な
ど
事
故
発
生
確
率
は
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
が
、
検
証
で
は
ど
の
よ
う
な

想
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。 



 

７ 

 

八 

二
〇
一
五
年
の
発
電
コ
ス
ト
の
検
証
で
は
、
原
発
は
す
べ
て
の
電
源
の
中
で
最
も
安
い
と
い
う
試
算
結
果
を
打
ち
出
し
た

が
、
今
回
は
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
ト
方
式
を
止
め
て
、
右
に
指
摘
し
た
恣
意
性
を
排
除
し
、
現
実
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
試
算

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


